
 

 

 

 

 

 

 

７月１４日、５年生と６年生が講師の方をお招きし、「スマホ・ネット安全教室」のお話を聴きました。１６

日には４年生が、講師の方をお招きして、「動画の配信・視聴に関する留意点」を話していただきました。 

５、６年生の授業では、スマホやタブレットの使用時間が学力に大きく影響を与えているという国の調査結

果の紹介がありました。スマホやタブレットを学習以外に使用する時間が３０分から１時間程度の集団は学力

に影響はないようでした。しかし、学習以外に使用する時間が１時間を超える集団になると徐々に学力が下が

っていました。４時間以上使用する集団では、正答率が約１５％下がっていました。特に読み、書き、計算と

いった基礎学力には差が生じていました。次に、SNS 等の利用でのトラブルに関する動画を視聴しました。動

画では、主人公が同じ年頃の女の子と思って SNS等でやりとりをしているうちに、自分の顔写真や下着姿の写

真を送ってしまいます。しかし、実は相手は成人男性であり、下着写真等を脅しや誹謗中傷に利用されてしま

うトラブルに巻き込まれていくという内容でした。動画を見ていた本校

の子供たちは「だめ、だめ！」「きもい！」等と言っていました。危機

回避の意識があるようで安心しましたが、実際には、県内でも被害に遭

う子供が後を絶ちません。「自分は大丈夫！」と思わず、常に警戒する

気持ちを持ってほしいと思います。 

４年生の授業では、動画や画像などをネット上に公開することの危険

性について話がありました。自分の姿だけでなく、友達や家族の姿、名

前、建物等を公開することで、個人情報の流出や誹謗中傷のきっかけと

なる等の危険性があることを学習しました。スマホ等の機能が向上し、

誰もが簡単に様々なことをできる時代です。そのため、大人が知らな

い機能を子供たちが使ってトラブルになることがしばしばあります。 

もし、何かトラブルに巻き込まれたら、必ず相談をするようにしてほしいと思います。また、学校ホームペ

ージの「新着記事」に掲載している「相談窓口一覧」も早めに子供さんと確認をしてください。 

 

 

本校区内での子供たちの様子を見ていますと、多くの子供たちが交通ルールを守っているようです。自転車

も同様です。しかし、「交差点で一旦停止しての安全確認が不十分」「ヘルメットの着用をしていない」「自転車

で道路の右側を通っている」といった姿も見かけます。特に心配していることが自転車の乗り方です。 

自転車を利用するにあたって、被害者にも加害者にならない為には、“自転車安全利用五則”の徹底が基本で

す。左下に掲載している「自転車安全利用五則」を守り、事故から自分の命や他の人の命を守ってほしいと思

います。ご家庭でのご指導もよろしくお願いします。 

梅雨明け後、子供たちは、猛暑のため屋外

で遊ぶことができない状況が続いていまし

た。そこで、学習委員会が「合志市ふるさと

カルタ」を使っての「カルタ大会」を企画し、

開催しました。開催は、低・中・高学年毎に

数日間に分けて行いました。始めや止めの

合図には和太鼓を使用しており、雰囲気作

りも素晴らしかっ

たです。 

参加した子供た

ちは、エアコンが効

いた涼しい部屋で、

熱い戦いを繰り広

げていました。 

【自転車安全利用五則】 
１ 車道が原則、左側を通行 歩道は例外、歩行者を優先 
※ 歩道走行が認められる例外 

歩道を走行できるのは以下の場合に限られます  

① 道路標識で自転車通行が許可されている場合 

② 児童・幼児（13歳未満）、高齢者（70歳以上）、身体障 

害者が運転する場合 

③ 車道や交通状況により歩道通行がやむを得ない場合 

（例：交通量が多く危険な場合） 

２ 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認 

３ ヘルメットを着用 

４ 夜間はライトを点灯 

５ 飲酒運転は禁止 
 

学校教育目標：主体性と協働性を育み、夢の実現に挑戦する児童の育成 

西南小の風 
西合志南小学校だより 
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